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I 幽峨人 ｜ 
釘崎町社会協t協議会 ｜ 

i歳来たすけあり翻命力をお願い致します。 jil
1 2月1口より 12月31日までの 1ヶ月間
「歳未たすけあい運動」が始まります。本運動は、

共同募金運動の一環として新たな年を迎える時期j

に支媛を必要とする人たちが地域で安心して界ら
すことができるように、地域の住民の方々やボラ

ンティア、関係機関・団体の協力のもと、住民の

参加や理解を得て様々な福祉活動を展開する運動
です。持様からお寄せいただいた善意は、地域福

祉サービス事業への配分金として、町内福祉施設
等が実施するクリスマス会、敬老行事等に有効に

活用されます。 ~品

運動期間 12月1日～12月31日品約頃；
目標額 150,00  0円唱髭長以r

街顕募金ご箇力ありがとうございました。

去る 10月2日～ 10)15口までの4日間、
釧路町内の企業イオン釧路店、 フクハラ桂木店、

J R Aウインズ到｜！路、トライアル別保店の出入
nをお借りし、時折雨も降るけ一l街頭募金を実施
しました。募金ボランティアには各地区の老人

クラブ、ボランティア団体、創｜｜路京高等学校、

ライオンズクラブなどの持さんのご協力をいた

だき、多くのあたたかい募金が寄せられました。

ご協力いただいた皆さんに、あらためて感謝申
し上げます。赤い羽線共同募金は地域の福祉活

動を支える大切な役割を呆たしています。

ご協力いえだいたボランティア数14 5名
寄せられた募金額 約 3 1 0,0 0 0円〔， 祉協だよりは…似受けて発行して…
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平
成
初
年
度
老
人
ク
ラ
ブ

叩
月
幻
日
（
水
）
、
釧
路
市
阿
寒
町
阿
寒

湖
温
泉
ニ
ュ

l
阿
寒
ホ
テ
ル
で
、
釧
路
地

区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
員
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
釧
路
町
よ
り

目
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
研
修
会

で
は
、
「
火
山
噴
火
の
様
相
」
・
「
日
常
生
活

自
立
支
援
事
業
に
つ
い
て
」
の
講
演
が
行

わ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。
夜
は
交
流
会
が
開
か
れ
近
隣
町

村
の
会
員
と
親
睦
を
図
り
有
意
義
な
研
修

会
と
な
り
ま
し
た
。

釧
路
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
副
会
長
と
し
て
、
永

年
に
わ
た
り
、
会
の
運
営
・
指
導
に
尽
力
さ
れ
、
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
の
推
進
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た

功
績
が
認
め
ら
れ
、
昆
布
森
美
岬
会
会
長
小
松
福
造

さ
ん
が
北
海
道
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
よ
り
功
労

者
表
彰
の
表
彰
状
が
贈

一
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呈
さ
れ
ま
し
た
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老
連
会
長
・
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務
局
長
？
地
開
瓢
ヨ

イ
会
議
が
開
催
さ
れ
、
釧

竺
並

唖
め

…
路
町
か
ら
、
町
老
連
宮

司－

Marh一

…
城
会
長
と
事
務
局
職
員

a畠
3
11

…
が
出
席
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
平
成
幻

…
年
度
道
老
連
事
業
計
画
（
案
）
及
び
収
支

一
予
算
（
案
）
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
出
席

日
者
か
ら
は
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

ア
た
が
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

IJllll町子育てサポートセンター
会員変続会開催！！
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日
月
8
日
（
土
）
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
い
ぱ

l
る
に

て
釧
路
町
チ
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
会
員
交
流
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
会
員

7
名
、
そ
の
お
子
さ
ん

9

名
で
し
た
。
今
回
は
釧
路
町
手
打
ち
そ
ば
同
好
会
の
皆
さ

ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、
そ
ば
打
ち
体
験
を
し
ま
し
た
。

や
は
り
皆
さ
ん
食
欲
の
秋
円
一
打
ち
た
て
の
お
そ
ば
を
み

ん
な
で
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
分
で
作

っ
た
お

そ
ば
は
ま
た
格
別
だ
っ
た
よ
う
で
す
よ
。
参
加
者
の
方
々

か
ら
は

「楽
し
か
っ
た
。
ま
た
や
っ
て
み
た
い
。
」

「
他
の

会
員
さ
ん
達
と
話
せ
て
よ
か
っ
た
。
」
な
ど
の
声
が
多
く
聞

か
れ
、
有
意
義
な
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。
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釧
路
管
内
の
ボ
ラ
ン
テ
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ア
さ
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達
の
交
流
の
場
と
し
一

て
、
釧
路
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
、
ガ
9
月
お
日
（
金
）

一

に
音
別
町
体
験
学
習
セ
ン
タ
ー
こ
こ
ろ
み
で
開
催
さ
れ
ま
一

し
だ
。
釧
路
町
か
ら
は
9
名
、
ガ
参
加
し
、
各
班
巴
分
か
れ
一

て
ふ
き
紙
す
き
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
そ
ば
打
一

ち
を
体
験
し
ま
し
だ
。
み
ん
な
で
試
食
を
兼
ね
だ
昼
食
会

↑

を
行
な
い
、
各
市
町
村
の
万
々
と
会
話
も
弾
み
、
と
て
も
j

美
味
し
く
い
だ
だ
き
ま
し
だ
。
最
後
は
ふ
ま
ね
っ
と
運
動

…

（
あ
み
を
踏
ま
な
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よ
う
巳
注
意
深
く
、
ゆ
っ
く
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慎
重
に

歩
＜
運
動
）
で
爽
や
か
な
汗
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流
し
、
研
修
会
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終
ゴ
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ま
し
た
。
帰
り
の
車
内
で
も

「
楽
し
か
つ
だ
ね
。
」
「
他
の
市

町
村
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

達
も
元
気
だ
ね
己
な
ど
の
声

、
ガ
聞
か
れ
参
加
者
に
と
っ
て

有
意
義
な
研
修
会
巴
な
り

ま
し
だ
。

もも脅い嘗サロシ富むや裁クラブ
【代 表】川井田

；；江川口一【設 立】平成 1

や羽山ユ人むマ 【会 員】 23名

合べるとい、しい！！【参加対象】自分で通うことができる方

（居住地区の限定はしていません。）

【活動日】毎月最終金曜日 （活動内容により多少変更有。）

【活動場所】北都地区会館

【活動内容】・ストレッチ・リサイクル工作・年2回郊外に
行く等・脳トレ（工作、計算、縫い物など手先

を使う作業。） 金盆~Q~

t，壊した

↓1・まわコZの喋手。
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守耳鳴宅阜、宅司阜、句陣、a

In寄っ躍るに議

什
月
2
日
（
日
）
札
幌
芸
術
の
館
二
ト
リ
文
化
ホ
ー
ル
巴
て
、

全
道
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
巴
関

心
を
持
つ
多
く
の
道
民
、
ガ
一
堂
に
集
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

C
お
け
る
課
題
な
ど
巴
つ
い
て
の
研
究
協
議
や
仲
間
づ
く
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
C
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
愛
ラ
ン
ド
北
海
道
5
さ
つ

ぼ
ろ
、
ガ
1
2
0
0
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を
超
え
る
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
だ
。

釧
路
町
か
ら
は
4
名
、
ガ
参
加
し
、
第
初
回
道
新
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
奨
励
賞
贈
呈
式
巴
は
道
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
9
団
体
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受
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、
講
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で
は
、
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ー
ト
ル
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ム
清
心
学
園
理
事
長
渡
辺

和
予
さ
ん
を
講
師
巴
「
置
か
れ
だ
と
こ
ろ
で
咲
く
」
を
テ
ー
マ

巴
ご
自
身
の
生
い
立
ち
か
ら
学
ん
だ
『
置
か
れ
だ
と
こ
ろ
が

居
場
所
で
、
し
か
だ
な
い
と
諦
め
る
の
で
は
な
く
笑
顔
で
「咲

く
」
努
力
す
る
こ
と
』
を
教
え
て
い
だ
だ
き
ま
し
だ
。
ま
芝
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
実
践
者
4
名
巳
よ

る
活
動
紹
介
で
有
意
義
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
だ
。

ヲシド北ポヲシティア

考委帥しました！

（考委両者の大勺寸苛。）

バボランティアて：

（情報！
、J、、i～’

第18回世新;f.弓〉子ィア司君耐’官
官号室豆町の嫌て1-i「守
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2,297円

1,552円

三宮久子様

小野寺恒夫様

池ケ谷佳吾様

室 良子様

匿名 5名

りよだネ土平成26年12月
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募
集
人
数
若
干
名

刻
一ιfaア
」

一

雇
用
期
間
随
時

（平
成
幻
年
3
月
引
日
ま
で
／
更
新
制
度
あ
り
）

勤

務

日

週

5
日
以
内

要
資
格
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級
以
上
・
普
通
自
動
車
第

一
種
免
許

そ
の
他
自
家
用
車
を
保
有
し
て
い
る
方

待
遇
労
災
・
雇
用
保
険
、
業
務
手
当
等

申
込
万
法
履
歴
書
・
資
格
証
明
書
の
写
し
を
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
詳
細
巴
つ
い
て
は
、
釧
路
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
阻
判
E
5
2
2
0／
担
当
泉
）
ま
で

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
l
募
集
中

社
協
の
運
営
は
、

皆
様
の
あ
た
た
か
い
善
意
に

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
行
政
や

地
域
住
民
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
福
祉
の
ま
ち
守つ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

慶
弔
の
お
返
し
に
か
え
て、

ま
た
、
ご
結
婚
、

ご
出
産
手
を

記
念
し
て
、

地
域
福
祉
の

推
進
の
た
め
に
、

皆
様
の

ご
厚
情
を

お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

社告福枇注入

釧踏町社会福雄協議会

〒088・0628
釧趨町東陽六通り西1＂］＂目1雷撤1

あいほーる内
． 

TEL0154・40・5220
FAX 0154・40・5255

ご意見ご感想をお寄甘く躍さい。


